
『新関文件録』から見る
19 世紀後期の中国語の対訳
─ 日本近代漢語との比較において ─

陳 力 衛

1．はじめに

19 世紀後半の中国語は在華外国人の手によって文法，語彙，文体の面

で再認識され，記録されている。トーマス・ウェード（

，中国語名，威妥瑪）の『語言自邇集』 と『文件自邇

集』 がそれぞれ嚆矢となり，話し言葉は，その重心が南京語か

ら北京語へと転換を果たし，書き言葉についても，伝統的な中国知識人の

科挙に必要な四書五経の文章（いわゆる「八股文」）からいわゆる「文件体」

という実用的な公用文へと認識が大きく転換した1)。そういう意味におい

て本稿の研究対象となるフリードリッヒ・ヒルトの『新関文件録』

は後者の流れを受け継いだものとされている。

そこでこの『新関文件録』に出てくる語彙に目を転じると，税関や貿易

などに関わる語を中心に，同時代の中国と世界との接触に必要不可欠な表

現，いわゆる書き言葉（文件体）として同時代の生きた言葉を多く採取し

ているのが特徴であろう。したがって，従来の英華・華英字典類の場合と

は異なっている。たとえばロプシャイトの『英華字典』 に代表さ

れるように，19 世紀後半以降の英華字典は既成の英語辞典を底本に英語

1) 程龍 を参照。

─ 111 ─



と対訳する中国語を当てたものがほとんどである。華英字典であっても一

世紀も前の『康煕字典』を底本に編集された 19 世紀前半のモリソン，メ

ドハーストの辞書の流れが根強く残る一方，19 世紀後半になると，たと

えば同じ税関職員のステント による『漢英合壁相連字

彙』 のように，北京

口語を多く採録したものも出てくる。このような文章語的な資料の分析を

通して 19 世紀後半の中国語における語の認定（一語の単位としての区切り

方）と中国語の復音節化の具体的な様子を見ることができる。同時に中国

語と英語との対訳を通して新しい意味概念の付与，とりわけ新語の生成と

その現状を確認することができよう。さらに，本稿では同時代の明治 20

年代の日本語の漢語同形語との比較により，中国語との関連及びいくつか

の問題点を明らかにしようと考えている。

2．著者とその業績

2.1 東西交流史研究の先駆者

著者のフリ－ドリヒ・ヒルト（ ， ，中国名，夏徳）

はドイツ出身の東洋史学者で，ライプツィヒ，ベルリン，グライフスヴァ

ルトなどの大学で古典文献学を学んだ後，清朝同治 9 年に中国へ渡

り，以降光緒 23 年まで 27 年間中国の各地の海関に勤務し，1876

年廈門を皮切りに，1878-1886 年に上海海関，そして九龍，淡水，鎮江，

宜昌，重慶等で副税務，代理司税務司と税務司などの職を歴任した。1897

年に帰国し，1902 年にはアメリカのコロンビア大学に招かれ，初代の中

国学教授として活躍した。第 1 次世界大戦後の 1918 年にミュンヘンに帰

り，1927 年その地で死去した。

彼はその勤務の傍ら，中国語及び中国の文献によって東西交渉史，絵画，

陶器などを研究して多くの論考を発表した。『中国とローマの東方』

や『中国美術に及ぼせる外国の影響』
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など数多くの著書をもって知られてい

る。中国と西アジアとの交流史を中心に『後漢書』『西域伝』等のなかの

大秦，西海，条支をシリア，ペルシャ湾，その湾岸地方に比定した説を唱

えた。氏の渡米後の研究についても早くから日本に紹介されている。池内

宏 「フリードリヒ・ヒルト述「不明なる拂菻国」」と白鳥庫吉

「フリードリヒ・ヒルト述「不明の拂菻国」」と，二回にわたる氏の最新研

究が翻訳・紹介された。さらにヒルトの帰国後の記念論集については，石

田幹之助 「フリードリヒ・ヒルト博士第七十五回誕辰祝賀記念論

文集二種」で紹介されたり2)，榎一雄 「魏書粟特国伝と匈奴・フン

同族問題」でその研究に触れたりして，日本学界にも影響を及ぼした人物

として知られている。その著書の一つ『中国古代史』

も単行本として西山栄久によって『支那古代史』（雙松書屋，

）として翻訳された。中国近代史の風雲児たる張継による中国語の序

文もあり3)，同時代の中国人，たとえば梁啓超などにも早くから知られる

ようになったものと思われる。なおその本が昭和 4 年 に丙午出版

社によって再版されていた。

2) 記念論集の一つにガールグレンの「漢字の分解について」と の
「『墨子』緒論」という論考が収録されている。

3) 夏徳支那古代史序
吾家漢族。發自天山、昆侖之西。沿黄河而東來往。證諸古籍、口碑。推為

當然。秦政焚書。竹帛多絕。文献無考固矣。龔自珍曰。漢定天下。立群師、
置群弟子。利祿之門。争以異文起其家。故易、書、詩、春秋之文多異云。歴
代千百学者。拠此残缺之異文以争訟。萬巻充棟。概零碎而無組織。懸想而難
實證。此東陸士儒之通病也。近世欧西科学日進。供史学之材料者。尤推古物
学與人学二科。尼羅、梯古裏河畔之一棺一石。皆成埃及、波斯之現身。非洲、
南洋叢林之酋長、遊牧。可觀三皇、五帝之同風。今之修史者。高瞻遠矚。有
振衣千仞之慨。非呻吟残篇以想象者。所可同日而語也。吾友吳子敬恒曰。欲
知漢族之起源。重訂古史者。當發堀黄河上遊秦、隴一帶。可得上古之遺跡。
以分析證明之云。誠然哉。西山君日東博学之士。出所譯夏徳之支那古代史以
示余。受而讀之。拠科学新法。以正無稽之言。所断定者。未必盡是。然高出
於鈔寫古書者多矣。略書数語。以還諸西山君。君亦有同感乎。
民国七年春日在江戶 張継
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彼の研究業績について，とくにアメリカにおける東洋学の基礎を築いた

ドイツ人三傑として，

と並んで評価されている。また，石田幹之助が称したように西域研

究においては「ヒルトの時代」があったほどであった4)。

2.2 『新関文件録』及びその語学関連

ヒルトは，早くから中国の税関に関する論文を書いたり，税関の文章に

接したりしている。その文章理解と翻訳の苦労をもとに『新関文件録』

（二巻， ）を編集したものと思われる5)。なお，「新関」とは従来の

清朝既有の「常関」に対して 1858 年の天津条約に伴う通商条約の改定に

際し，各開港場に外国人税務司が配置される「海関」のことを指す。

1885 年に出版された『新関文件録』第一巻は海関の実務としての中国

語のみの書類や文書を集めたものである。3 年後の 1888 に出版された第

二巻は，その書類と文書の英訳の抜粋を示しただけでなく，そこに出てく

る中国語に英訳を施し，出現順に並べた前半と，中国語の発音をウェード

式ローマ字のアルファベット順に並べた後半からなっている。つまり，第

二巻は華英対訳の語彙表であって，第一巻の具体的な文章に照合でき，そ

のコンテクストにおける意味などを確認できるものとして，より確かな，

同時代的な華英字典と称することができる。

本稿に使う『新関文件録』は架蔵の二冊 × のハードカバー

の大型本で，二冊とも背に「 」と金文字三段

入りしている。

第一巻の表表紙の見返しの左上には「 祺興

」というラベルが張られている。

4) 李雪涛 58 頁を参照。
5) たとえば，「 海関税則」
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図 1

そして右の遊び紙の右上に所有者のサイン（図 1

）がある。それにより，この第一巻は出版された翌年の 1 月

19 日に所有者 が （鎮江）にて入手したようである6)。

1888 年に出版された第二巻には同じ「祺興」のラベルがあるが，サイン

はない。常識的に考えれば，鎮江で海関職員だった が福州の老舗

「祺興」を通してこの二冊を購入したのではなく，むしろ後に「祺興」に

流れたこの本が次の買い手によって日本に持ち込まれたものと推測してい

る。

第一巻の扉には「新関文件録

6) 所有者のサインについて，まだ確実なものではないが，もし，かのイギリス
人メイソン のものであれば，1887 年に來
華し鎮江海関に勤務したという従来の彼の履歴を覆して，一年早く 1886 年
1 月にすでに來華したことになる。メイソンは中国の哥老会の蜂起のために
香港から武器の密輸をしたことで 1891 年後半逮捕され，裁判にかけられ，
有罪判決を受けた。刑務所で 1 年過ごした後，1892 年にイギリスに戻り，
「 」というペンネームで文学に目を向けることとなる。

はこの事件の経緯を書いた自伝小説
である。その第四章の冒頭にはただ

と記すだけで，具体的な来華年月を示していない。
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」とある。

ところが，中国のネットに挙げている「海関老照片─新関文件録」7)の

表紙には，二重の枠内の四角に草花の模様が配置され，漢字名とそのロー

マ字読みの表題「新関文件録 」がなく，

，と著書名 と出版元の

が朱の文字で印刷され

ているほか，残りは黒で印刷されている。最後の販売所の三行も抜けてい

る。本来の表紙である可能性が高く，架蔵書は新たにハードカバーに製本

する際に表紙が抜けたのかもしれない。

扉のあとに （ⅲ～ⅴ）と

（ⅵ～ⅷ）が続くが，その後に右から開く縦書きの中国語本文

の最後のページ 272 となる。収

録された文例 ～ は輸出入に関する物品の伝票や規則など長短さま

ざまな内容がある。たとえば の「通商各関來往各船隻噸総数」（通商各

国の輸出入の総トン数）において 1882 年に英国が一番の 10,814,779 噸，ド

イツが二番目の 882,856 噸，日本がフランス，アメリカを抑えて三番目に

多い 194,584 噸になっていることがわかる。つまり，具体的な文例は中国

の貿易の実態を反映させるものが多く，中国経済史の資料としても活用で

きよう。濱下武志 では ヒルトを「中英社会経済用語集を編集し

た」「コロンビア大学初代中国学科教授」としてとりあげつつ，『新関文件

7) =
=
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録』を含めた海関資料群には「従来の近代史研究を遥かに超える地域研

究・時代研究の課題が含まれている。」とその利用を勧めている。

第二巻の扉は Ⅱ と出版年の 以外はほぼ第一巻と同様であ

る。そのあとに が続く。1～118 頁は文例順に並べ

た Ⅰ ─ ，119～255 頁はアルファベッ

ト順に並べた Ⅱ ─ ，256～298 頁は

文例の英訳の抜粋 ─ ，最後の 299 頁は正誤

表 である。

一方，ヒルトの著書として同じ 1888 年に出版された『文件小字典』

も挙げられる8)。表紙の模様は先ほど紹介した中国のネットに挙が

る第一巻のものとまったく同じである。赤黒の二色刷りで「

」と印刷されている。扉

には「文件小字典 」という漢字とローマ

読みのタイトルを付けた以外は表紙と同じ内容となっている。先の第一巻

の扉と同様，出版年 の前に

とある。その次頁は正誤表 で，四か所を挙げているが，

第二巻の最後のページの （第一巻 10 か所，第二巻 10 か所）

からそのまま Ⅱ ─ にあたる部分

（四か所）だけ抜き出したものである9)。

8) 董麗娟，陳麗 でこれを 1885 年の出版としたのは誤りである。
9) たとえば 常 常關
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『文件小字典』 は単に『新関文件録』第二巻のアルファベット順

に並べた Ⅱ ─ を独立させたもので，

内容と版式はまったく同じで，ただページ数を，本文 3 頁の から最後

の 137 頁までを組みなおしただけであった。そして遊び紙を経て裏表紙に

は表紙と同じ模様で真ん中には朱字で縦書きの「文件小字典」とある10)。

いわば分厚い『新関文件録』二冊より，まさに書名の『文件小字典』の通

り，手頃な華英字典として広く利用できるようにアレンジされたものであ

ろう。

同じ 1888 年に著者はさらに『文件字句入門』 を出版している。

扉には，「文件字句入門

」とある。次のペー

ジには「

」と，前記の二書と異なって「美華書館」で印刷されたことがわ

かる。つまり上海海関総税務司署造冊処による公的な出版というより，個

人的な著書として出版したものと位置づけられる。

には，先学の

と が

参考にされたように，この本は語法・文法に関してまとめたものである。

落款の日付は とあることから，ほぼ『新関文

件録』第二巻と同じころに出版されたことになる。そして書名のとおり，

新關 のほか，
7,27,97 頁の訂正だけが示されている。

10) ここで使ったテキストは に挙げているカルフォルニア大学
の所蔵本であって，ほかに国会図書館や京都

大学にも所蔵されている。
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当然ながらウェードの『文件自邇集』 を強く意識したものであ

り，しかもその文例は著者自身の編集した『新関文件録』からあまり採用

されず，逆に『文件自邇集』から多く採録しているため，最初からウェー

ドの『文件自邇集』に即した実用的な文法書として作られているのかもし

れない。事実，「ウェードの『文件自邇集』には多数の文例と文書形式が

収録され，書記言語の部分的な翻訳をも提供されたが，その書記言語の独

特の文法的特徴や表現習慣を説明せぬままでは，やはり読者にはわかりに

くかった。この仕事は，1880 年代の終わりになって，ようやくドイツの

中国学者ヒルトによって完成された」11)と評価されているのはまさにこの

『文件字句入門』のことである。この本は 1909 に再版され，さらに 1969

年に によって復刻版が出されている。

3．所収語の特徴

本稿はおもに『新関文件録』第二巻の Ⅱ ─
（あるいは同じ内容の『文件小字典』）に基づいて二音節語を中心に

抽出を試みた。というのはアルファベット順に並べた漢字の親字が先頭に

来て，それによる関連語が後に並べられるという従来の華英字典と同じ形

式になるため，語構成や造語力の確認が行いやすいからである。むろん，

具体的な文脈における使い方を確認する際は文例順に並べた Ⅰ ─
を参照しなければならない。

董麗娟，陳麗 によれば，『新関文件録』第二巻の語彙表に収録さ

れたのは 9,301 語で，そのうち単音節語が 2,530，復音節語が 6,771 とな

っている。従来の華英字典に比べて「所収の語は海関業務に必要な常用語

11) 程龍 「威妥 《文件自迩集》浅析」に「威妥 虽然在《文件自迩集》
中提供了大量文件体 面 的范文和部分翻 ，却并没有 文件体 面 的独
特 法特点和用 予 明和解 ， 广大初学 的西方外交官 来
了一些的困 。 一工作直到 19 世 80 年代末，才由 外交官，德国 学
家夏德完成。」とある。
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句」であって，「数は少ないが重要な語が多い」という。たしかに，いわ

ゆる一字語でも用言，助詞助動詞の類を含めて全部独立して使える語であ

り，その解釈には著者自身の英知を垣間見ることができるところが多い。

たとえば次のようなものである。

夷

つまり，「夷」について天津条約 の第 51 条12)により，この字は，

中国の公式文書では，英国政府または英国向けの主題に用いられるべきで

はないことが合意された。したがって，国際間の文書では使用されなくな

った。事実，それを境に「洋」をもって外国や外国人のことを表すことが

増えてきた。『新関文件録』においても「夷」による熟語が一つも収録さ

れていないのに対して，「洋」による熟語が 32 語収録されたことがこの変

化を物語っている。

復音節の場合でも「潮漲時，正在…間，成直線，極為明晰，極美」とい

った従来『康熙字典』を底本に編集された華英字典の収録語と異なってい

る。実際に使用された文書から抜き出した連語や句の表現が多く集まって

いて，いわば現実的，同時代的な特徴を持っていると言えよう。たとえば，

地方

この語の使い方について単独では場所などを表すが，具体的な地名の後

に付く場合はわざわざ訳す必要はないと丁寧に説明している。日本語の例

で説明すると，「甲信越地方」「九州地方」のように，前のローカル名だけ

で理解すれば良いのと同じである。

12) 中英「天津条約」第五十一款：「嗣後各式公文，無論京外，内叙大英国官民
自不得提書夷字。」
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また，名詞に関しても税関という関係上，物品名や地名などを豊富に収

録している。たとえば，鴉片の品種や布の生地やお茶の種類など当時の貿

易に不可欠な物品名を確認するには好材料となっている。

ここではこの『新関文件録』を 19 世紀後期の中国語の研究資料として，

日本の同時代の同形語を念頭に置きながら，地名や二字漢語の形成及び使

用を実例をまじえながら考察する。

3.1 外国地名

中国の地名に関して本書は非常に収録が完備ではあるが，本稿では主に

外国の地名について触れておく。周知のように，明末の『東西洋考』

に示された中国伝統的な「西洋」と「東洋」はマラッカを境に西の

交阯（ベトナム），柬埔寨，暹羅（タイ）を西洋，東の呂宋，日本を東洋と

していたが，19 世紀後半の『新関文件録』では，

西洋

東洋

のように，ほぼ近代的な「西洋，東洋」の概念になっている。収録語の

「東洋車」を と解釈するのも後者の意味を裏

付けている。一方，

胡人

紅毛

のように，「胡人」は中央アジアの人を指すのに対して，「紅毛」は最初は

オランダ，次はイギリス，最後はすべての外国人といったように，指す対

象が変わってきている。その意味において日本語での使い方とも似ている。

外国名の漢字表記は 16 世紀以来の世界認識とともに激しく変容してき

た。19 世紀後半になってからほぼ現代の表記に定着したが，バラエティ
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ーが富む表記の国名も残っている。たとえばフランスは，「法国」のほか

に日本語に共通する「佛蘭西」も含め，「法蘭西 佛蘭西 法郎西」なども

使われている。また「法蘭 」のように「法蘭」で産地を示し

「 」で素材を示す商品名も目立つ。「英吉利 」と「徳意志

」も別表記が載る。アメリカ に つ いて も「美国

」「合衆国 」「花旗

」が使われているが，ハワイは

当時まだ独立国だったので「哈外意国 」と

なっている。現在の漢字による当て字「夏威夷」が常夏をイメージするも

のであるが，もちろん「国」ではなくなっている。

先の「法国」「美国」と同じように，ヨーロッパ（「歐羅巴 」）諸国

について二文字の略称がよく使われていた。「俄国」「英国」「徳国」など

は今日の中国語と変わらないが，「希国 」「義国（＝意大利

） 」「丹国 」「比国（＝比利時国 ）

」「布国（＝布路斯国 ） ）」「瑞国

」といった省略の言い方は今日では使われなくなっている。

一番戸惑うのはおそらく「日国」であろう。「大清国」と「大日国」を並

列させる文例 では，もちろん日本をさすのではなく，スペインこと

「日斯巴尼 国 」の略称である。20 世紀に入っても，

たとえば 1915 年に上海商務印書館で出版された岡本大八編『海関英華語

言録』には，「 日斯班牙 」とあるように，「日斯」は

残っているものの，やや今日の定訳「西班牙」には一歩近づいている。

そのほかの「国」のつく国名はさほど多くないため，以下に示す。

西洋国 瑞 国，瑞敦国 墨西哥国

爾 爲 国 瑙 威

荷蘭国

大英国 挨及国 阿拉比国
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土耳（基）国 大呂宋国

印度国 安南国 日

本国

最初の「西洋国」がポルトガルをさすとはさすが大航海時代の代表とし

ての面影を彷彿させるものであろう。「大呂宋国」も「小呂宋

」と対照的に，宗主国であるスペインの威光を示す表記であろ

う。

「国」のつかない表記として，当時ではまだ独立していないものが多い。

幹阿達 古巴 新金山

鈕 西 蘭 新 加 坡

越南 琉球 高麗

蒙古

最初のカナダはまだ英国から独立していない。読みに当てられた漢字を

みると， という三音節のうち，母音 を「阿」で表しているのに

対して，今日の「加拿大」は と「拿」で を表している。そし

てカリフォルニアのサンフランシスコを「旧金山」と称するように，オー

ストラリアを「新金山」と呼ぶのは新しく押し寄せているゴールデンラッ

シュを反映するものであろう。隣のニュージーランドの漢字表記を，一文

字目の音訳の「鈕」から意訳の「新」に変えたのが今日の中国語の表記

「新西蘭」である。「越南」も古い言い方の「安南国」とともに使われてい

る。そのほかは古い地名のまま使われている。

都市の名前については，まず「京都

」のように，当時は首都北京をさす。『万

国公法』 を出版した「京都崇実館」がそれである。一方，日本の京

都をも意味することを忘れていない。19 世紀後半では「巴理京城

」「夏湾拏 」となっていたパリやハバナが，

今日の中国語では「巴黎，哈瓦那」となっている。「漢諾威
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」「漢謝城 」

など，ドイツの都市を多く挙げているのは編者自身の郷土愛を反映したも

のであろうか。

3.2 新語

新語とはなにか，その基準は難しいが，従来では 19 世紀の英華字典や

漢訳洋書で西洋概念との照合を果たしたものを指すことが多い。逆にこの

資料は同時代の中国語が先にあって，英語をもって対訳をしているものな

ので，個々の中国語の同時代性を確認するには最適である。その中で，長

い華英字典の歴史の中で継承された既有の対訳もあれば，西洋概念に対す

る創造的な対訳もある。たとえば，前者は「貿易 制度

見識 」などが挙げられ

るが，後者はたとえば「自来水，自来火，自鳴鐘」や「洋人，洋行，洋酒，

洋鎗」のような「洋」のつく 32 語が挙げられるであろう。さらに西洋の

度量衡を音訳したものが目立っている。たとえば，「密理邁当

毫米 」

「密力 」「各羅斯 」「打臣 」「噸数

」などが挙げられる。

実は，前出した董麗娟，陳麗 の所収語の統計は，『新関文件録』

第二巻の語彙表によるものであって，第一巻の文例のすべての異なり語数

を表すものではない。つまり本文にはあるものの，単語表には入れていな

いのもある。たとえば文例 130 には「中国人民前往古巴寓居之事」のよう

に，「中国人民」13)が頻出するが，語彙表には収載されていない。

ここではまず新語らしきものを，英訳の省かれた語を含めて五十音順

（以下同）に示す。

13) 陳 83 頁では漢訳『万国公法』 に「人民」が使われたことを指
摘している。
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委員 硫黄強水 凹

鏡 14) 圓形 圓径 圓球 鉛筆

活字 滑石 火輪船 寒暑表

幹事 官民

顔料 機器 15) -局；辦国外機器

機会 気塞 規模

技能 機密 空白

軍需 警船浮 原稿 原告 見識 工期

工人 香水 16) 金剛石

材料 産業 時刻

事実 事情 時辰表 時分 自鳴鐘

事務 車輌 住宅 住宿 出洋輪

船 種類 巡 油 庶

民 自来火

自来水 進口

信息 新聞 新聞紙 水

利 制度

勢力 切水面

全権 全数 千里鏡 双眼鏡 単身

単数 中間 中旬 中人 中線

中途 帳簿 直線 出口

定額 定数 電気

14) ドーリットル『英華萃林韻府』 では が対応する。現
代中国語では「凹透鏡」の形が一般的になっている。

15) メドハースト『英華字典』 には 機器の対訳があり，ドー
リットル『英華萃林韻府』にも継承されている。日本語では『西国立志編』

『哲学字彙』 に見られる。
16) ロプシャイト『英華字典』 には 香水の対訳がある。

『新関文件録』から見る 19 世紀後期の中国語の対訳

─ 125 ─



電線 電線行

伝染症 電報 統

共・統計 度数 17) 内閣

内輪器具

万国公法 帆布 平等

風雨表 風俗 物件 方向 方便 方法

翻譯官 有限 油漆画

利益 陸運 列島

領事官

19 世紀の英華字典と照合してみたところ，あきらかにそれらから継承

している語が多く，とく 19 世紀後半のロプシャイト『英華字典』（規模も

関係しているが）に既出していることが確認できた。上記の語の多くも英

華字典とともに日本に伝わっているが，下線部で示しているものはより新

しい使い方となる。「統計 」の対訳は日本語の「統計学 」の

成立にかかわってくるであろうし，「油漆画 」が今日の「油

画」へと変わっている。

むろん，下記のように，より近代的な意味の語も収録されている。

国家 国会 性理

限度 18)

これらはいずれも近代日本語に生かされている。『哲学字彙』 で

は「限度」は「 制限，界限，辺際，限度，端悦」と の訳語とし

17) モリソンの英華字典 に次のような例がみられる。
環背刻赤道度数

這間房子的度数有幾尺長
18) 『史記-平準書』に「争于奢侈，室盧輿服，僭于上，無限度」とみられる。モ

リソンの『五車韻府』を始め，19 世紀の英華字典にほとんど収録されてい
る。
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て使われている。しかしながら，以下のような語は近代的意味にはなお距

離があるように思われる。

運動

教育

精神

自然

これらについてはいままでの研究ですでに指摘されているが19)，たとえ

ば「運動」はまだ動詞的な意味「動き回る 流通する」に止まっていて名

詞にはなっていない。「教育」も「精神的および肉体的な食物を供給する」

という動詞の使い方がメインである。つまり上記の語の現代的な意味は，

逆に日本語という環境下で完成したということが言えよう。

その意味で言えば『新関文件録』には「日中同形異義語」が意外に多く

見られる。

案内 加工 過載

顔色 原本

出力 処分

定規 水道

水路

生理 調理 配合

白酒 便当

放心 勉強

方式 本当

無理 毛布 約束

理論

料理

19) 陳 223 頁，329 頁と を参照。
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たとえば，「生理」について，すでに指摘のように20)，この時代の中国

語が生業の意味に止まっていて，まだ近代的な「生理学」の意味に使われ

ていない。同じのように「方式」という語はここにあるものの，日本語の

今日の意味ではなく ，つまり四方形のことをいう。中国語の現代的

意味は逆に日本由来の可能性が高い。

3.3 二字漢語

従来，名詞の新語新概念に関心が集中しがちだが，日中間の語彙交流と

いう意味では，他の二字漢語についても検討する必要があるのではないか

と考え，より広く集めてみた。

意思 意見 遺書 遺失 意図 違背 違犯 違和 会議 開設

開放 確実 確拠 関係 感激 艱難 干渉 簡便 簡略 合併

救護 救援 救出 救命 强制 挙行 駆逐 区別 経度 経費

経過 経歴 携帯 計量 緊密 謹呈 緊要 堅固 検 税

建筑 交易 校閲 後悔 公館 公議 工作 交渉 公正 後続

後来 後輩 交納 購買 公費 公務 公用 互換 告示 鼓動

混雜 作為 指示 指明 指揮 指名 支出 支持 試験 辞退

釋放 借用 周囲 周知 収納 十分 周密 主事 主治 出資

試用 消化 照会 償還 賞給 証拠 詳細 情状 承認 奨励

尋常 迅速 親属 親筆 親身 審判 生計 清潔 精巧 施行

清楚 制造 声明 整理 整頓 切実 接続 設立 専属 操作

増益 創始 創造 創設 相対 争論 代理 遅延 耻辱 抽出

徴収 追究 定期 転売 同時 同様 同意 同等 同類 同行

同一 通知 通達 通報 通行 通用 通商 通事 統轄 統帥

度量 入選 発売 犯罪 判断 反復 比較 比例 非常 分別

20) 陳 329 頁。
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分散 分布 分類 分身 兵役 偏見 辨明 辯論 包括 保衛

保護 保險 補助 補足 報知 優待 流通

まず下線部で示された語は 19 世紀後半に使いだしたものが多く，他の

語よりは相対的に新しい。そして語構成からみても，以下のようなパター

ンによる造語が目立つ。例として挙げているのはもちろん『新関文件録』

にあるもので，意味確認のため英語の解釈を付けたままのものもある。

⑴動賓構造

観光 喫煙 省力 納税 免税

⑵動補構造

運回 撤回 贖回 撤退 接來 帶有 完過 充足 充満 作成

⑶連用修飾

公議 公立 極妙 極美 極力 常用 新定 必欲 必用 予定

予備 実存 実在 特論

以概論 自作

⑷連体修飾

異邦 異議 成案

定評

⑸主述構造

官設銀号

従来，日本語の和製漢語の語構成として成立しやすい⑶連用修飾，⑷連

体修飾，⑸主述構造もこの時代の中国語によく使われていたことになる。

あるいは一語として区切れることが外国人ならではの語の意識の反映によ

るものとして捉えるであろう。たとえば，「免税，納税，特論，異議」な

ど従来の辞書では 20 世紀以降の用例しか挙げていないため，日本からの

逆輸入とも受け止められやすいが，実際には中国語としての使用も 19 世

紀後半から続いてきたものである。最後の「官設」は日本語の「公立」と

も近い意味だが，このテキストにある中国語の「公立」は「
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…… 」のように，大勢の人

によって擁立される意味のようで，連用修飾の語構成であって日本語の今

日の意味とは異なっている。

その中に近代中国で日本由来の新名詞として批判を浴びた「優待」も入

っている21)。

優待

「配慮して扱う；礼儀正しく扱う」の意味として今日とは同じであり，

モリソン以来の英華字典にも収録されてきた。

その他，注目すべきものとして「式，等，級」による造語である。

式 新式 洋式 洋式船

隻 華式

一等（頭等） 加三級

つまり先の「官設」と同じように，のちに名詞の前に来て連体修飾とし

ての役割しか働かない。いわゆる「非謂形容詞」（あるいは「区別詞」）の発

生に結びつくような表現が増えてくるのである。

4．後世への影響

『新関文件録』は外国人の中国語学習や特に海関職員にとって必要不可

欠なテキストとなり，簡便な華英字典ともなっている。その後，20 世紀

初頭までの三十年間その影響が続いたことが同じ税関職員の手による辞書

類などでわかる。

4.1 漢字索引

先にも記したが，『新関文件録』の第一巻は中国語原文の文例 ～

であり，第二巻はその文例順の単語表とアルファベット順のピンインによ

21) 陳 254 頁を参照。
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る単語表からなっている。しかも後者を独立させた『文件小字典』もある。

本来は使いやすいはずだが，しかし，外国人にとってそもそも第一巻を手

にして初出の漢字に出会ったら，どう読むべきか戸惑うことが多かっただ

ろうと推測される。そこで四年後の 1892 年に出版されたのは同じ海関職

員 の手によって編集された下記の全 42 頁の漢字索引（部首，難

字，発音）である。

つまり，まず『新関文件録』第二巻に収録された語彙集，とくにアルフ

ァベット順に並べた Ⅱ ─ ， （別刷り

の『文件小字典』 も含む）に出ている漢字を の部首によって組み

なおし，すべての漢字にはピンインの読みも付けている。その次は 214 字

の難字索引で，その部首の画数と順番を示す。その後は本文のアルファベ

ット順索引で，最初の「 1,3,4阿」から最後の「 3允」までピンイン及

び四声のついた 2,587 漢字を並べている（前記の董麗娟，陳麗 の調査

結果（2,530 字）より 57 字多い）。漢字の形から読みへの手引きで，最終的

にはアルファベット順に並べた上記の語彙集へと導かれ，意味の確認にた

どりつく構成となっている。

4.2 再版による内容の充実

『新関文件録』が出版されてから二十年後（著者がすでに中国から離れて米

国コロンビア大学の中国学の初代主任教授をつとめていたころ），

によって第二版にあたる上下二冊の増補改訂版 が刊行

された。

第一巻の表紙には「新関文件録
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Ⅰ

」とあり，翌 1910

年に出版された第二巻は「 Ⅱ 」の表示を変えただ

けである。サイズは初版と同じ × である。

は（ ，中国語名，鄧羅）は英国人で 1880 年に

福州船政学堂 で航海や数学などを教授してか

ら，1892 年に海関職員となる。この本を出版した時の肩書は北京に設立

された海関の職員を養成する「税務学堂 」22)の実質責

任者であるから，こうした増補版は学校の教材になったものと想定される。

はさらに 1925 年に『三国志演義』を初めて英訳したことで

世にその名を知られる。

タイトルに を入れたところが初版との相違点ともとられるが，

本来初版上下二巻の本文の左ページヘッダーに ，右ペー

ジヘッダーに が印字されているか

ら，むしろこれをそのまま第二版のタイトルに生かしたとも考えられる。

第一巻は初版と同じく，左から右へ表紙と目次が横書きで組まれている

のに対して，本文の文例を初版の から へと ほど増やしたこと

により，ページ数も初版より 130 頁ほど増加した。右から左へ組まれた縦

書きの 408 頁となった。また，主題ごとに単拠 ，派遣 ，

書簡 ，訴状 ，論文，章程など ，通知

22) 1908 年 10 月 7 日北京王府井西堂子胡同に開校。1910 年 11 月朝陽門大雅宝
胡同の新校舍に移る。
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，法例と記念文 ，雑記 の 8分

類にしている。

第二巻は 224 頁で，初版の Ⅰのような文例順に英語の翻訳（初版に

訳さなかった分と増補分）と語彙解釈を添えているが，逆にアルファベット

順に並べた Ⅱ ─ が作られていない。

そして増補の内容および語の解釈は初版と異なる部分も多くいろいろと独

自性を帯びているので，稿を改めて考察を加えていきたいが，本稿ではた

だ，特徴的に最後のところにある，

の部分に注目し

たい。ここに収録された単語，いわゆる の辞書 には見

られないものを部首，画数順（ の辞書そのものはアルファベット

順だが）に並べている。まさしく前節 4.1の漢字索引の応用である。全部

で 424 語を並べているが，うち一字語は 24 語であった。「保険，区別，厳

密，大抵，妥協，完納，強迫，意図，携帯，拡充，政府，料理，施行，会

議，林立，根拠地，検査，整頓，比例，民生，空白，簡約，若干，製造局，

観光，逐一，郵政司，重視，開明，随時，随員，体制」など，

の辞書 にはないものの，『新関文件録』 では使われていた。

さらに下線部の語はすでに『新関文件録』 で使われていたものであ

った。一方，それ以外の語は時代的には日本語からの影響をも考慮する必

要が出てくるかもしれない。たとえば「根拠地 」は岡千

仞の『尊攘紀事』 巻 6 に「皆謂日光山地勢險要德川氏所廟可為根據

之地」とあるのを皮切りに，その後「自家根據地との交通を遮断」（『海上

権力史論：上』 ）などのように 19 世紀の末期まで広く使われていた。

その内容の重要性から 1968 年に台湾の成文出版社から 1909 年の上巻と

1910 年の下卷をあわせて，一冊本に仕上げた復刻版が刊行されている

（本稿ではこの復刻版を使用）。また，『新関文件録 』の影印版（上巻の

み）を「近代中国史料叢刊三編第二十輯」（沈雲龍主編）に収録したものが
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文海出版社から出版されている。

4.3 海関職員の編集した辞書や語彙集

4.3.1 ステント『漢英合壁相連字彙』 と の辞書

冒頭で触れたように，19 世紀後半になって華英字典といえば，海関職

員のステント（ ， ，中国語名，司登得）による『漢

英合壁相連字彙』

が挙げられる。漢字のウェード式標音に基づくアルファベット順の配列と

北京語を中心とした語彙は従来の華英字典と異なって画期的なものであっ

た。ヒルトの『新関文件録』が出版される前におそらくもっとも身近なも

のであったものと考えられる。北京口語も多く収録したところが『新関文

件録』とはやや性質が異なる。この辞書に訂正を加えたのは上記の『新関

文件録』第二版で言及したマックギリブレイ（ ， ，

中国語名，季理斐）による

である。1907 年の第二版の扉に

は漢字のタイトルとして「華英成語合璧字集」とある。

4.3.2 ウィリアムスの『海関語言必須 』

及び増補再版

『海関語言必須 』

は表題の通り，海関用語 3,000 語の英華対訳の語彙集で

ある。中国語の訳語にはすべてウェード式ローマ字で読みをつけているハ

ンドブックである。 の中に参考書として一番目に挙げて

いるのはむろんヒルトの『新関文件録』である。そのあとはいきなり 1-
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105 頁の本文となる。

編者のウィリアムス（ ，中国語名，文林

士）は英国人の漢学者で，1903 年中国海関に入る。上海，天津などを経

て，1931 年北京の代理税務司を務めた。上記 3000 語収録の『海関語言必

須』に続いて 1914 年の増補改訂版

では千語近くを増やし，3,940 語，本

文も 145 頁増補し，最後に 146-178 頁にわたって漢字の部首画数による検

索が載る。その序文によると，語彙集の内容は⑴海関 ，

⑵常関 ，⑶華洋貿易 ，⑷郵政 ，⑸政

治 ，⑹地理 ，⑺雑記 の七類にわたってい

る。そして税関職員だけでなく，広く一般な人にとっても「開巻有益」と

謳っている23)。

4.3.3 ヘメリングの『南京官話』 と英華字典

同じ海関職員のヘメリング（ ， ，中国語

名，赫 美 玲）の『南京官話 』

は，『語言自邇集』，『官話

指南』，そしてヒルトの『文件字句入門』を参考にして書いたものである。

ヘメリングはさらにステントの華英字典『漢英合壁相連字彙』

を英華字典の

へと改訂した。そして，も

っとも知られているのは英華字典の

（官話）

23) その中国語の序文によると，「是書大旨雖為供海関人員之用，故所載句語似
乎多係適用於此中人。惟其間利便検査之処，雖青年学子，商務諸君，以及各
界華英人士，留心中国時務之趨向者，手此一篇想亦開巻有益云爾。」という。
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である。そ

れは語彙の位相を俗語，書記語，新語などに分けて記号で示すところが特

徴である。

ほかに岡本大八『海 英華語言録』（

，上海：商務印書館， ）が挙げられるが，海関会話を中心とした

もので，分類語彙集は「地名，文具，家具，薬剤，果蔬，獣禽，飲食，金

石，雑項」の九類でわずか 500 未満の単語を収録しているに過ぎない。

5．おわりに

1889 年創刊の『地学雑誌』の 19 巻 2 号（1907 年 2 月 15 日）の雑報欄に

は，鉄椎（ペンネームか）による「ヒルト氏の支那語研究法」と題する一

文がある。これはニューヨーク・イプニングポストに載せたコロンビア大

学に在職中のヒルトの文章の翻訳紹介で，中国語習得に関する意見である。

「大抵の外国学生は学校を出でたる後支那語を語り，若は読むに就き学べ

る所の要領を失せり，現場に於て得る所は其語る語学に止まり，多くの人

は文章を読むよりも現場に於て語るに長ぜり」という西洋人の語学学習を

踏まえて，むしろ「日本人の少年の語学研究は書きたる語学に重きを置き，

語る語学は機会の来るに委するなり」という学習法が効果的で実用的であ

るという。そして「此長所は吾人は到底日本人に及ばざるなり，我が支那

語学生は先づ大学に数年を費やして，書籍の語学を充分に諳んぜしむ可く，

語れる語学の如きは支那に住居せば自ら之に慣るヽに至る可し」と，中国

語学習において，会話能力より，文章理解及び翻訳能力をより重視すべき

だと主張している。その中でとくに日本の中国語学習法を「模倣せざる可

からず」と言い，西洋人の中国語学習法を批判している。つまり著者ヒル

トの主張は自身の『新関文件録』編集の目的と意義をふまえての経験談で

あろう。
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日本との関係について考えると，本稿で扱っているヒルトの著書などが

すべて日本国内に所蔵され，実物を確認することができる。ただし，『新

関文件録』を通しての影響関係をいまのところ直接確認できていない。そ

れでも上述してきたように，明治期の漢語を見比べると，『新関文件録』

との類似性，または同時代性が目立っていることが一目瞭然である。なぜ

そのようになったのかを考えると，従来知られている通り，17 世紀の

『福恵全書』を始めとする漢籍の受容とともに，日本語における漢語の近

代的なソースは漢訳洋書と英華字典と白話資料とに求めていて，その中に，

すでに同時代の中国語の文章や用語を積極的に取り入れているものがあっ

たと考えられている。しかし，『新関文件録』などのように，近代日本に

書記言語用の漢文モデルがあったとしたら，それによって日中近代漢語の

交流のベースとなるものが出来ているだろうと期待したくなる。つまり，

日本近代漢語のいわゆる古典中国語との関係を再考すべき問題とつながる。

『日本国語大辞典』では，漢籍での初出例を挙げているため，こうした近

代中国語の例を挙げることは少ない。そうなると，あたかも時代的な断絶

があって近代日本語で突如新たな語形として出現したような錯覚をもたら

すことになる。今後『普法戦記』 や『中東戦記本末』 など，

明治 10 年代以降日本で読まれているそういった資料のリストアップが課

題となり，同時代的な日中近代漢語の異同に注目していきたいと考えてい

る。
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